
半田市若者市民協働意識醸成事業

「学！コラボ2022」

事業実施報告書
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若者市民協働意識醸成事業

【目 的】

次代を担う若い世代（高校生）を対象に、市民活動の

実態や活動支援の方法を理解してもらい、市民協働

や社会貢献活動への参加につながるよう、協働意識

の醸成を図ることを目的としています。
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参加ＮＰＯが若い世代 (高校生）にも「伝わる」

「共感を得る」ためのプレゼン能力向上研修を受け、

半田市内の高校でプレゼンテーションを⾏いました。

それを聞いた高校生が「共感した。応援したい。」と

考えたＮＰＯに投票し、その得票数に応じて協賛団体

から協賛⾦が贈呈されたほか、ＮＰＯと高校生との

意⾒交換を⾏いました。

公募選考されたＮＰＯ団体
〔活動をわかりやすく伝えて共感を得る〕

開催高校の生徒
〔市民活動を理解・共感し応援したい団体に投票〕

協賛団体
〔市民活動支援〕

投
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「学！コラボ2022」 とは
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【学！コラボ2022のしくみ】



1.「学！コラボ2022」開催概要
（1）スケジュール

場所 開催日時 参加NPO

愛知県立
半田商業
高等学校

①2022年10月25日(火)
13:30～14:20

・ハンダーFOX製作委員会
・雁宿小学校避難所運営委員会
・NPO法人子どもたちの生きる力を

のばすネットワーク
②2022年11月 2日(水)

13:30～14:20

（２）内 容

① ・社会課題や市民協働に関する講義

・参加ＮＰＯによる活動内容のプレゼンテーション

・生徒によるグループ討議

・各自で応援したいＮＰＯへ投票

（得票数に応じて協賛金額を決定 ）

② ・結果発表と協賛団体の紹介

・協賛団体からＮＰＯに協賛金贈呈 （得票数に応じて贈呈）

・生徒代表による選定理由発表

・ＮＰＯからお礼のことば

・生徒と投票先ＮＰＯとの意見交換

２．参加NPOの概要

ＮＰＯ名 主な活動内容

ハンダーFOX製作委員会 ・ご当地ヒーロー活動の運営

雁宿小学校避難所
運営委員会

・雁宿小学校を避難所指定している７町内会が協力
し、避難所開設・運営が行えるマニュアルの作成

・災害発生時、マニュアルにそった避難所運営

NPO法人子どもたちの
生きる力をのばす
ネットワーク

・青少年支援活動事業
・スタッフのカウンセリング研修事業
・青少年の健全育成に関する事業
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３．協賛団体

【株式会社三菱UFJ銀行が取り組む社会貢献活動】

社会貢献活動に熱心に取り組んでおられ、本事業の趣旨に賛同された

株式会社三菱UFJ 銀行半田支店様、八洲建設株式会社様から協賛金

が贈呈されました。
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三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループでは金融サービスと事業を通じた社会

課題の解決と持続可能な社会の実現に取り組んでいます。一方で、ビジネ

スでアクセスしにくい社会課題に対しては、業務純益の約1%を活用し社会

還元する枠組みを整え、寄附やボランティアによる社会貢献活動を実施し

ています。

(MUFGホームページより)



【八洲建設株式会社が取り組む社会貢献活動】
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４．開催実績

（1）参加ＮＰＯ募集
・募集説明会開催
日時：8月19日（金）①15:00～16:00 ②18:30～19:30
場所：半田市市民交流センター

（2）ＮＰＯ選考委員会開催

日時：9月1日（木）13:00～15:00
場所：半田市市民交流センター
結果：3団体選出（応募4団体）
選定の主な理由：高校生に親しみのある社会課題の解決に取り組んでいる 他

（3）ＮＰＯプレゼンテーション研修
公募で選定されたNPO3団体に対して、若者（高校生）に対して、より効果的
なプレゼンテーションを実施し、伝える力の向上により、資金調達の向上に
もつながるよう研修を行いました。

①全体研修：9月21日（水）15：00～17：00 オンライン(zoom)

内容 講師

１
共感するプレゼンテーション
「伝える」から「伝わる」資料づくり

別所 大介氏
（NPO法人中部プロボノセンター）

２
ファンドレイジングとは
事例紹介、自団体の整理

山崎 恵美子氏
（日本ファンドレイジング協会東海チャプター）

②個別研修：10月1日（土）9：30～12：25 半田市市民交流センター

時間 NPO名

1 9:30～10:25 ハンダーFOX製作委員会

2 10:30～11:25 雁宿小学校避難所運営委員会

3 11:30～12:25 NPO法人子どもたちの生きる力をのばすネットワーク

個別研修は１団体ごとに、全体研修でのプレゼンテーション資料作成のレク
チャーに従い、それぞれが作成した資料を基に行われました。 プレゼンテー
ションを実践しながら、全体の構成や言葉の選び方など、高校生により伝わる
プレゼンテーションとするための研修を受けました。

①全体研修（オンライン）
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②個別研修



（4）「学！コラボ2022」開催

場 所：愛知県立半田商業高等学校（武道場）

参加者：総合ビジネス科 2年生（1回目 47名、2回目 48名）

〇1回目；日時：2022年10月25日(火) 13:30～14:20  〔50分〕

◇ 社会課題に取り組むＮＰＯや市民協働について講義

◇ 参加ＮＰＯによる活動内容についてプレゼンテーション

◇ 生徒によるグループ討議

◇ 各自で共感し、応援したいＮＰＯに投票

ＮＰＯや市民協働について、今年度の「若者

市民協働意識醸成事業」実施業務を受託している

ＮＰＯ法人中部プロボノセンターの大須賀事務局

長による基礎講義が行われた後、ＮＰＯ３団体か

らプレゼンテーションが実施されました。

その後生徒間でグループ討議を行い意見交換をしました。

最後に個人が応援したい団体を決め、団体名・投票理由を記入し投票しました。
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基礎講義（ＮＰＯ、市民協働について）

①生徒間でグループ討議 ②個人で応援先を選び投票用紙に記入 ③投 票



参加NPO

雁宿小学校避難所運営委員会（山本めぐみ氏）

ＮＰＯ法人子どもたちの生きる力をのばすネットワーク（伊藤里香氏）

ハンダーFOX製作委員会（木上洋行氏）

☆私たちはエンターテインメントを通
して地元のつながりを大切にして地域
愛をはぐくむ取り組みをしています

①半田市の要素をふんだんに
盛り込んだキャラクターショー

②地域とのコラボレーション
③青少年の活躍の機会の提供

地元を愛する人が増え、
地域のコミュニティが活発になる
まちづくりを目指す

避難所の開設・運営はだれがする？

☆大地震はいつ起こるか分かりません
自分の「命」、 大切な人の「命」を守り、
みんなで協力する事で、復興への道筋が
できるのではないでしょうか？

☆高校生の皆さんにお願い
・まずは、防災について考える時間を作っ
て欲しい
・避難所や避難生活先（自宅避難・テント
避難・車中泊避難・親戚のお家など）で
自分が協力できる事を考える
・地域の避難訓練などに参加する

フリースクールという居場所の中で
-誰でもいつでもやり直せる大丈夫だよ-

☆のばす会はこんなところ
・ゆるやかな時間割
・異学年集団
・いろいろなスタッフ
・ゆったりとした時間の流れ

☆繭の時代から社会へ
・自己肯定感、自己選択 次の一歩

☆高校生の皆さんができること
・「のばす会」を知る
・周りの人に「のばす会」のことを伝える
・「のばす会」の活動に参加する
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地元の魅力を発見×創造×発信



〇2回目；日時：2022年11月2日(水) 13:30～14:20  〔50分〕

◇ 投票結果報告（投票数、協賛金）

◇ 協賛金贈呈 （NPO3団体：目録贈呈、記念撮影）

◇ ＮPOからお礼のことば

◇ 協賛団体からのメッセージ

◇ 生徒による選定理由の発表（代表）

◇ ＮPOと生徒の意見交換（投票先ＮPOと投票した生徒）

投票結果

団体名 投票数 協賛金額

NPO法人子どもたちの生きる力をのばすネットワーク 24票 30,600円

雁宿小学校避難所運営委員会 18票 23,000円

ハンダーFOX製作委員会 5票 6,400円

合計 47票 60,000円
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協賛団体よりＮPOに目録贈呈 参加ＮPO3団体

投票した理由を発表する生徒 投票したＮPOに質問したり、補足説明を受けたり意見交換する生徒たち



〇参加者の声

半田商業高等学校 生徒

半田商業高等学校 先生

参加ＮPO

◇半田市のために沢山活動していて、他の県や市とも交流があると知ってすごいなと思った

◇地震が起こった時に自分でどうするかを考えて行動するのが大事だと気づいた

家族と話し合うことが大事だと思った

◇不登校の生徒は沢山いるのだと分かったので、そういう状態にいる人たちに、今回知ったNPO

の活動を知ってもらうことが私たち生徒自身ができることだと思った

◇それぞれの団体さんが色んな活動を通して、地域に貢献しているのがとてもすごいと思った

◇地震が起こった時とか、災害が起きた時のために、今のうちから自分でできることは準備

して、いつ起きても大丈夫なようにしたいと思う

◇たくさんの問題がより分かり、自分自身も行動する必要があると思った

◇もっと団体の活動などを理解し自分の出来ることを見つけたいと思った

◇自分の知らない所で、色々な方に支えられていることに気づかされた

◇3つの団体さんの内容などは違っていたが、どこもとても強い思念を抱いて、語っている姿が

とても印象に残った
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◇高校生を地域活動に巻き込む可能性を感じることができた。機会の提供と繋がるきっかけとしては、

有効に活用できると思う

◇災害に備える必要性を学生が感じて、避難所で自分たちが戦力になる事を知ってもらう事ができたと

思う。今回のプレゼンをきっかけとして家族で災害の備えについて話し合う機会になったと言ってもらえ

た事が嬉しく、また啓発の活動の必要性を感じた。

◇プレゼン研修によって、団体の活動紹介が要点を得てまとめることができ、聞く人に伝わるポイントを学

ぶことができた。今回の事業で得たノウハウを、今後団体の活動を広報する際に活かしたい。

◇生徒からは｢子どもたちだけでなく、関わるスタッフも居心地のよい場所になっていると思った｣と率直な

意見を聞くことができて良かった。

◇今回の市民活動団体のプレゼンは、高校生にとって理解されやすいものに感じ、生徒に伝わっていた

◇生徒は興味をもってNPOの話を聞いていた



参加NPO協賛金
活用状況
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若者市民協働意識醸成事業

「学！コラボ2022」

フィールドワーク
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「学！コラボ2022」 フィールドワークとは

高校生が身近な地域で課題解決のため活動している
市民活動団体を知り、理解し、共感することで、若い
世代の協働意識や社会参画・貢献意識の醸成を図る
「学！コラボ2022」を開催しました。
その２回の授業で学んだ一部生徒が、自分が投票し

た団体の活動現場に行き、実際に体験することでより
一層理解を深めてもらうねらいでフィールドワークを
実施しました。

1.「学！コラボ2022」フィールドワーク開催概要
(1) 開催日時：2022年12月16日(金) 13時30分～15時45分

(2) 参加者 ：半田商業高等学校「学！コラボ2022」参加者 19名

＊詳細は下表参照

場所 受入NPO 体験内容
高校生
人数

団体
人数

半田市市民
交流センター

ハンダーFOX製作
委員会

・ストレッチやアクションレッスン
（パンチやキック）の基礎練習
・アクター、音響、アナウンスに
分かれ、生徒自身で考えた半田商業高等学校
の魅力を発信するヒーローショーを実施

3名 3名

雁宿小学校避難所
運営委員会

・防災に関する説明、避難所運営ゲーム説明
・避難所運営ゲームを生徒+スタッフで実施。
避難所に来る人や出来事が書いてあるカード
をスタッフが読み上げ、半田小学校の見取り
図を見ながらどこに配置していけばよいか時
間の経過とともに模擬的に避難所の運営を
行う

6名 3名

アイプラザ
半田

NPO法人子どもた
ちの生きる力をの
ばすネットワーク

・実際の活動現場を訪問
・当日出席していた児童が学習をしている様
子を見学し、プレイルームとなっているもう
一部屋で代表はじめスタッフから活動内容な
どを詳しく聞いた

10名 5名

計 19名 11名
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【ヒーローショーの製作体験】

（3）体験の様子

ハンダーFOX製作委員会

【チームで避難所運営を模擬体験】

【活動の現場を見学】

雁宿小学校避難所運営委員会

ＮPO法人子どもたちの生きる力をのばすネットワーク

「おもしろく地域の魅力を発信するこ
とは良いことだと実感した、自身も同
様な活動をしたい」

ヒーローショーが地域課題解決にどのように
関係しているのか、団体が上手に生徒へ伝え
ることができており、市民活動の啓発につな
がっていた。

避難所運営ゲームをしていく中で、スタッ
フから「どのようなものか」「なぜ必要な
のか」など具体的に教えてもらったことで、
進めることができた。

ゲームということで危機感、切迫感をあまり
感じない中ではあったものの、多様な避難者
が一度に来た場合の素早い判断・対応が求め
られることに、身をもって難しさを実感して
いた。

「長期休みの期間はどうしているのか？」「ど
の地域の児童・生徒が訪れるのか？」などの質
問に対してもひとつひとつ丁寧に回答していた
だいた。
「スタッフとして活動してみたい」

この活動を身近な誰かに伝えたり、近くで
思い悩む子がいれば伝えてほしいとの話が
あり、生徒にもはじめの一歩として活動を
「知る」「伝える」という部分の意識醸成
が出来た。
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生徒感想

生徒感想

生徒感想



若者市民協働意識醸成事業

「学！コラボ2022」

アンケート
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半田商業高等学校 生徒アンケート結果
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半田市若者市民協働意識醸成事業

「学！コラボ2022」 事業実施報告書

主 催：半田市企画部市民協働課

受託団体：特定非営利活動法人中部プロボノセンター

2023年2月
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